
新型コロナワクチン接種後の遷延する副反応症状を訴える方に対する専用の相談窓口設置に関する陳情の要旨 

 

 

 

（１）新型コロナウィルス感染症関連の情報を掲載する際の公平性担保のお願い 

新型コロナウィルス感染症関連情報を掲載する際、ワクチン接種に関する情報とワクチン副反応に対しての専用の相

談窓口に関する情報を 同じ場所に正しいバランスで掲載してください。 

 

・資料１ 札幌における集団模接種会場での月別接種実績    

新型コロナウィルスの接種者全体（2022 年 9 月）4,936,492 人にたいして、おおよそ 25.6 パーセントの方が集団接種

会場で接種されています。その多くはかかりつけの医者がいない現状であることが想像されます。このような方々が

容易に治療にたどり着けるよう改善を施してください。 

 

【参考】 

・名古屋市    いち早くワクチン接種による長期的な副反応に応じる専用の相談窓口を開設。（2022 年 2 月）  

窓口開設後 3 月 25 日から 9 月 16 日まで相談件数は 1568 件。愛知県看護協会の看護師の方々が受付。  

名古屋市医師会の協力もと 828 件が医療機関へつながる。 

※『子どもへのワクチン接種とワクチン後遺症を考える超党派議員連盟』勉強会より 

 

・人口比率（名古屋市の人口 220 万人）で考えても、潜在的に副反応で苦しんでいる方が大勢いるのではないか。 

 ぜひ、データをとっていただきたい。 

 

（２）告知掲載方法の多様化について 

・札幌市のホームページ以外での告知について 

広報さっぽろでの掲載、また札幌市医師会のホームページでの掲載も同様に新型コロナウィルス感染症関連情報同等

のボリュームで情報を掲載してください。 

・オンライン相談の実施  

 

（３）相談窓口の利用状況 病院での対応に関わる実態調査  

検査はしても、結局 原因不明、精神的な問題で処理される 2 次被害者がでている。どのような症状にたいしてどの

ような治療を施したのか相談の実態、病院における検査の実態調査をしていただきたい。 

 

（４）札幌市民の不安解消にご尽力ください。 

資料２ 札幌市における 119 番 『救急』に対応した緊急車両の出動数  

資料３ 札幌市人口動態死亡者数 

 

異常な数値。何が起きているのか多くの札幌市民は日常生活を営むうえで不安を感じております。心ある札幌市議会

議員の皆さまにおかれましては、是非原因を追求し市民を安心させていただけますようお願い申し上げます。 

 

 

札幌有志市民の会  共同代表 安田 修 

2022 年 11 月 1 日 



資料　１ 　　　　　　　　　　作成　札幌有志市民の会

札幌市における新型コロナワクチンの月別接種実績および集団接種会場での月別接種実績

※データの出典は札幌市保健福祉局

　　　　　　　　2022/10/11

2021年総接種 内、集団接種回数集団÷総接種（％） 副反応疑い件数 2022年総接種 内、集団接種回数集団÷総接種（％副反応疑い件数

1月 1月 112,677 8,442 7.5

2月 1,349 0 2月 306,820 71,988 23.5

3月 20,187 0 3月 383,377 100,617 26.2

4月 39,337 0 4月 252,668 62,947 24.9

5月 137,962 15,298 11.1 5月 124,479 29,356 23.6

6月 487,107 91,743 18.8 6月 65,609 13,055 19.9

7月 580,888 153,046 26.3 7月 216,403 48,775 22.5

8月 526,527 187,391 35.6 8月 293,819 70,193 23.9

9月 601,578 181,579 30.2 9月 106,103 19,072 18.0

10月 483,263 148,418 30.7 10月

11月 141,837 46,754 33.0 11月

12月 54,502 13,653 25.1 12月

総数 3,074,537 837,882 27.3 総数 1,861,955 424,445 22.8

ワクチン1回目接種　2021年2月 接種者総累計 4,936,492

ワクチン2回目接種　2021年4月 集団接種累計 1,262,327

ワクチン3回目接種　2021年12月 集団÷総接種（％） 25.6

ワクチン4回目接種　2022年5月下旬に始まる 副反応疑い件総数 死亡






